
平成３０年３月２６日

宮城県東松島市へ職員を派遣

平成３０年度も東日本大震災への復興支援を継続



東日本大震災に係る復興支援の現状

派遣先 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

岩手県 ６５５人 ６１５人 ５３２人

宮城県 １，１４６人 １，０８４人 ９２９人

福島県 ３９４人 ３７２人 ３２１人

合計 ２，１９５人 ２，０７１人 １，７８２人

応援職員の減少による深刻な人手不足

東日本大震災の風化被災地職員の業務増

復興事業が進まず困難な状況

※総務省ホームページより

派遣人数等

減少傾向



短期派遣 中期派遣

職種等 職員数等

消防職
平成23年3月11日～21日

３８名
救助活動に従事

技術職・技能員
平成23年3月17日～28日

１０名
給水活動に従事

事務職
平成23年3月22日～8月1日

１９名
避難所応援に従事

保健師
平成23年4月2日～10月14日

３名
被災者健康支援

年度 職員数等 職種等

平成２３年度
８名

（各３～６カ月間）
事務職（担当主幹以下）
技術職（担当主幹以下）

平成２４年度
８名

（各３カ月間）
技術職

（担当主幹以下）

平成２５年度
２名

（各６カ月間）
事務職

（担当主幹・主事）

平成２６年度
２名

（各６カ月間）
事務職

（担当副主幹）

福島県福島市 （３名）、伊達郡国見町 （１名）
宮城県亘理郡山元町 （１８名）

岩手県陸前高田市
福島県双葉郡浪江町
宮城県仙台市、松島町、

塩釜市、多賀城市
千葉県市原市、浦安市
新潟県三条市

これまでの復興支援に係る津市の職員派遣状況
３カ月未満 ３カ月～６カ月間

計７０名 計２２名

長期派遣

年度 職員数等 職種等

平成２７年度 １名（１年間） 事務職（担当副主幹）

平成２８年度～ １名 事務職（再任用職員）

１年～３年間

派遣中



これまで被災地に派遣した職員の従事業務例

災害発生時に使用する避難道路や災害
により被災した市道の改良工事等に係る
計画立案、設計積算、工事管理など

今回、土木職での長期派遣を初めて実施

派遣職員の主な業務内容について

●総務・福祉・税関係業務
●一般被害家屋の調査

・認定業務

● インフラの災害復旧工事業務
●被災施設等の修繕業務
●企業立地支援

業務経験を
より活用できる



長期（１年間）で土木職の応援職員を派遣

支援業務に従事する期間が十分に確保できない

土木職の長期（１年間）派遣について

被災地支援業務 後任者への
引継ぎ等

前任者からの
引継ぎ等

土木職の長期派遣の機会を最大限活用

そこで・・・

●長期間にわたり支援業務に従事できるため、被災地の復興
に貢献できる

●被災時におけるインフラの復旧業務や復興計画の策定など、
津市の防災対策に還元することができる

期間が短期の場合…



宮城県東松島市
派遣先

派遣期間 平成３０年４月１日から１年間

職務内容
道路等の災害復旧に係る
計画立案など

派遣職員

林 敬史 （はやし たかふみ）
検査課技術管理担当副主幹 （平成１７年４月入庁）
※平成２４年度に３カ月間の被災地派遣を経験
（当時の派遣先は宮城県亘理郡山元町）

平成３０年度職員派遣の詳細

【東松島市】早期復興
【津市】知識の習得

双方にメリット



平成３０年３月２６日

久居駅周辺まちづくり事業

●久居駅（西口）駅前整備事業 １２月完成（予定）
●避難路整備事業 平成３１年度事業完了

平成３０年４月１日
久居体育館リニューアルオープン！

久居交流広場オープン！

久居体育館 避難路久居交流広場



①
②

③

④-1

⑥

⑧

⑤

⑦

久居体育館
ユニバーサルデザイン化事業

市道新町野口線道路改良事業

久居駅東口広場・東口駐輪場・
東口駐車場整備事業

久居駅東口防災施設・耐震性貯水槽・
防災備蓄倉庫整備事業

まちづくり再生支援事業

（仮称）津市久居ホール整備事業

避難路整備事業

⑧

④-1
久居駅東口広場・東口駐輪場・
東口駐車場整備事業
期間：Ｈ27年度～31年度

久居駅東口広場の
再整備に合わせ、
駐輪場及び駐車場を
新たに整備

⑤
久居体育館ユニバーサル
デザイン化事業
期間：Ｈ28年度～29年度

正面出入り口の
自動ドア化、トイレ、
シャワー室等の改修
を実施し、誰もが
利用しやすい
施設を整備

⑦
久居駅東口防災施設・耐震性
貯水槽・防災備蓄倉庫整備事業
期間：Ｈ28年度～31年度

久居駅周辺利用者の災害時における
支援活動などが円滑に行えるよう、駅東口
に一時避難所等を整備

① （仮称）津市久居ホール整備事業
期間：Ｈ27年度～31年度

久居総合支所跡地に、久居
市民会館に代わる新たな
文化芸術拠点を整備

まちづくり再生支援事業
期間：Ｈ27年度～29年度②

（仮称）津市久居ホールの運営とホールを核とした
文化によるまちづくりを、地域とともに検討する
協議会を設置し、地域の再生等の話し合いを実施

久居市民会館跡地
に、災害時に一時
避難場所としても
活用できる市民交
流広場を整備

⑥
久居交流広場整備事業
期間：Ｈ27年度～29年度

③

久居駅東口の
ロータリーまで
拡幅された市道を、
南側県道まで
自転車歩行者
道付道路として
拡幅整備

市道新町野口線道路改良事業
期間：Ｈ27年度～31年度

成美地区内の既設
開水路を暗渠化し、
災害時における
歩行者の避難路
として活用

⑧ 避難路整備事業
期間：Ｈ27年度～31年度

④-2

④-2久居駅（西口）駅前整備事業期間：Ｈ27年度～30年度

利便性の向上を目的として
車両通行レーンの入れ替え、
及び高齢者、障がい者に配慮
した駅前広場とするため、
施設の改良を実施

至 南が丘駅

至 桃園駅

久居交流広場整備事業
（防災備蓄倉庫の整備）

久居駅（西口）駅前整備事業

久居駅周辺まちづくり事業の工事箇所

４月１日リニューアルオープン！ ４月１日オープン！ 順次整備中！

ロータリーの整備進行中！



久居交流広場の取り組みの経緯

久居駅周辺地区都市再生整備計画事業がスタート！

平成２７年度
国の社会資本整備総合交付金を活用

●久居市民会館の解体その他工事を完了
●久居交流広場の測量設計・実施設計を実施

平成２８年度

平成３０年３月久居交流広場整備工事を完了平成２９年度

久居市民会館が老朽化により休館
平成２５年
１月２１日

都市計画法での用途地域が第１種住居地域のため、
劇場法を満たす会館への建て替えは不可能

●災害時に一時避難場所としても活用できる広場を整備
●会館機能は、旧久居庁舎跡地に（仮称）津市久居ホールを整備



久居交流広場の整備

１億７，４１８万円整備期間 平成２７～２９年度

平常時には市民の交流の場として利用できるよう
景観に配慮

総事業費

現在の駐車場
６５

機 能 規 模

芝生広場 １，５００㎡

舗装部分 約９００㎡

ソーラーLED照明 ４基

かまどベンチ ４基

防災備蓄倉庫 １棟

耐震性防火水槽
（別事業により整備）

６０トン級

久居交流広場整備事業

防災備蓄倉庫

駐車スペース１２台

災害時に周辺居住者の支援活動などが円滑に行える
よう、一時避難場所として整備

耐震性防火水槽

芝生広場

かまどベンチ ４基
ソーラーLED照明 ４基

ソーラーLED照明

かまどベンチ

事業費 １，１３０万円
消防防災施設整備費補助金を活用 防災備蓄倉庫

かまど使用時



防災備蓄倉庫の整備 （久居交流広場内）

●災害時に支援活動が円滑に行えるよう、久居地内の防災資機材、食糧等を
備蓄する防災備蓄倉庫を整備

●土のう置き場を備蓄倉庫に併設して整備

整備期間 平成２９年度 総事業費 ３０３万円

機 能

防災備蓄倉庫 １棟

面 積 ４２．３３㎡

●災害発生時に交流広場近隣の市民が避難して
きた際、提供できる資機材、食糧等を備蓄

●久居地内の指定避難所１６カ所の救援物資等を
随時補充できるよう備蓄

機 能

土のう置き場 １カ所

面 積 １０．５㎡

災害時に市民に提供するための土のうを備蓄



整備期間 平成２８～２９年度 総事業費 ４,８６１万円

●正面入口に自動ドア新設
●多目的トイレ改修、一般用トイレ洋式化
●更衣室・シャワー設備の改修

その他の
主な改修内容

●アリーナ床面研磨

●遮光用カーテン改修

●諸室改修（空調・内装）

●館内照明設備改修

●館内壁面改修

●音響設備改修（平成28年度）

平成３０年３月２６日（月）～２８日（水） ９時～１７時

久居体育館のユニバーサルデザイン化

平成３０年４月１日 リニューアルオープン！
２０１８全国高校総体・２０２１三重とこわか国体 「なぎなた競技」会場

リニューアルを記念し施設を無料開放 （卓球・バドミントン）



ポルタひさい

近鉄久居駅

平成３０年４～１２月(予定)

整備期間

出入口→

一般車レーン

タクシーレーン

久居駅（西口）駅前整備 全体事業費 ５，０００万円（予定）

待合所の改築

身体障がい者用
乗降場の新設

一般車レーンとタクシーレーンの入れ替え

久居駅利用者の利便性向上のため、一般車レーンとタクシーレーンを入れ替え！

身体障がい者用乗降場の新設

高齢者及び障がい者にも
配慮した駅前広場へ

視覚障がい者誘導用ブロックの新設及び改良

待合所の改築

視覚障がい者誘導用
ブロック新設及び改良



久居駅（西口）駅前の整備内容 レーンの変更

身体障がい者用乗降場新設に伴い、乗降場へのレーンとバスレーンは同一とします

一般車レーンの渋滞緩和のため、駐車区画を無くします

変更後のレーン
平成３０年６月１日から

現在のレーン
平成３０年５月３１日まで

県道
久居停車場津線

← タクシー

← 一般車

← 路線バス

駐車区画
← タクシー

← 一般車

← 路線バス

身体障がい者用乗降場

県道
久居停車場津線

近鉄 久居駅 近鉄 久居駅

ポ
ル
タ
ひ
さ
い

ポ
ル
タ
ひ
さ
い

待合所 待合所



●ブロックが連続するように、
新たに設置し延伸を行う

●既存のブロックが周辺の舗装材
と同色系であるため、弱視の方
が認識しやすくなるように、
黄色のブロックに改良

待合所の改築 視覚障がい者誘導用
ブロックの新設及び改良

現状のブロック

平成２７年２月に撤去を
行った噴水の跡地を活用し、
上屋を設けた乗降場を新たに
整備。
身体障がい者の方が安全に
乗降ができる場所を確保

身体障がい者用乗降場の新設

新設する乗降場のイメージ図

久居駅（西口）駅前の整備内容 施設の改良

現状

幅1.5m(線路側幅1.1m)

バス停側線路側

●待合所の設置場所により、両側の歩道の幅員が
狭くなっており、安全な通行に支障が生じている

●屋根と防風板（壁）に隙間があるため、雨の吹き
込み、冬季における風の吹き込みがあり、利用
に課題がある

新しい待合所の完成イメージ図

通路幅
約１．５m→約２．８m

通路幅(最少)
約１．１m→約２．２m

ベンチ
ベンチ

改築後
線路側

バス停側

駅舎方向 →



整備後

整備期間 平成２８～３１年度 総事業費 ９億６,９００万円（予定）

整備前

幹線水路

平成28年度施工済 L=113m

避難路

避難路の整備

避難路を身近に設けることで、地域住民が安全、
安心して暮らせる環境を形成

幹線水路を暗渠化することで、歩行空間を確保し
災害時の避難が円滑に行えるよう整備

撮影方向

平成31年度施工予定 L=434m

平成30年度施工予定 L=315m

平成29年度施工中 L=243m

標準横断図

CoCo

Co

現場打函渠工

床版工
ﾓﾙﾀﾙ充填

標準横断図

CoCo

Co

現場打函渠工

床版工
ﾓﾙﾀﾙ充填



平成３０年３月２６日

平成３０年４月１日

３つのこども園が開園
津みどりの森こども園 香良洲浜っ子幼児園 白山こども園

津みどりの森こども園



こども園の所在地・開園式

施設
名称

津みどりの森
こども園

香良洲浜っ子
幼児園

白山こども園

所在地 神戸３３２番地１ 香良洲町５７２２番地 白山町南出４９３番地

開園式
日時

４月４日（水）
１０：００～

４月４日（水）
１３：３０～

４月１０日（火）
９：３０～

津みどりの森こども園

香良洲浜っ子幼児園
白山こども園

開園式終了後、
施設案内を行います



幼保一体化に向けた取り組み①

津市子ども・子育て支援事業計画において､５カ所の公立幼保連携型認定こども園の整備を示す

市町村合併後

平成２７～２９年度

平成３０年４月 津市立幼保連携型認定こども園開園

合併以前より検討されてきた白山乳幼児教育センターが開園
香良洲浜っ子幼児園、白山乳幼児教育センターにおいて、幼保一体化施設の特徴を生かした
合同保育の取り組みを行う

市町村合併以前
旧市町村において、審議会の設立など、幼保一体化に向けた検討が行われる
旧香良洲町では、幼稚園と保育所を共用化した香良洲浜っ子幼児園が整備された

平成２７年３月

こども園へ移行する施設を中心に、幼保一体化に向けた運営の検討や、職員間の連携促進
などの取り組みを実施する



適正規模の集団を確保するため、
平成２２年４月、神戸幼稚園にて
櫛形幼稚園との合同保育を開始。
平成２３年４月より片田幼稚園も
合わせて３園の合同保育を実施。
平成２６年３月、櫛形幼稚園と
片田幼稚園を廃止

平成２９年４月、新町幼稚園休園。
新町保育園、神戸幼稚園、
修成幼稚園間で、互いの施設を
訪問する園児交流の実施や幼保
職員合同で運営体制を協議・検討

幼保一体化に向けた取り組み②

片田幼稚園

櫛形幼稚園

修成幼稚園

新町幼稚園

新町保育園

神戸幼稚園

津みどりの森
こども園

平成２９年７月、
神戸幼稚園を改修・
増築し、幼保連携型
こども園としての施設
整備を開始

津みどりの森こども園



平成１３年１月、
旧香良洲町において、
保育所と幼稚園を共用化
した浜っ子幼児園を開園

幼稚園と保育所の合同運動会
や発表会、避難訓練のイベント、
日々の遊びを一緒にするなどし、
幼保交流を実施

平成２９年４月、
プレこども園として幼保混合の
クラス編成を実施、こども園を
想定した施設運営を試行

幼保一体化に向けた取り組み③

香良洲浜っ子幼児園
（香良洲幼稚園、香良洲保育園）

香良洲浜っ子
幼児園

香良洲浜っ子幼児園



平成１３年６月以降、
白山町乳幼児教育センター
設置審議会を設置、幼保一
元化について審議を重ねる

平成１８年４月、
白山乳幼児教育センター
開園。田植え等地域交流を
幼保合同で実施し、幼保
一体化に取り組む

平成２９年度、
幼稚園、保育所の職員室を
一体にし職員間の連携を促進。
幼稚園、保育園の同学年が
隣り合うクラス配置を実施

幼保一体化に向けた取り組み④

白山町乳幼児教育センター
（白山幼稚園、白山保育園）

白山こども園

白山こども園



利用定員と利用予定者数①

利用予定者 ２０７人

津みどりの森こども園

利用定員 ２２５人

認定区分
年齢区分

合計
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１号認定 - １２０ １２０

２号認定 - ６０ ６０

３号認定 １２ ３３ - ４５

計 １２ ３３ １８０ ２２５

入園率 ９２．０％

●支給認定区分

認定区分
年齢区分

合計
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１号認定 - ３３ ３２ ３４ ９９

２号認定 - ２７ ２２ １８ ６７

３号認定 ８ １５ １８ - ４１

計 ８ ３３ １６６ ２０７
１号認定 ２号認定以外の満３歳以上の子ども
２号認定 保育を必要とする満３歳以上の子ども

３号認定 保育を必要とする満３歳未満の子ども

新町幼稚園 （休園）

１号認定 ６０

修成幼稚園

神戸幼稚園

新町保育園

１号認定 ６０

１号認定 １２０

２号認定 ５４
０歳児 １，２歳児

３号認定 ９ ２２

計２４０人

現行利用定員 ３２５人

計８５人

※平成30年3月19日現在



利用定員と利用予定者数② 香良洲浜っ子幼児園

利用定員 １９２人

認定区分
年齢区分

合計
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１号認定 - ９０ ９０

２号認定 - ６０ ６０

３号認定 ９ ３３ - ４２

計 ９ ３３ １５０ １９２

●支給認定区分

認定区分
年齢区分

合計
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１号認定 - １９ １９ ２０ ５８

２号認定 - ２０ １６ １９ ５５

３号認定 ４ １１ １８ - ３３

計 ４ ２９ １１３ １４６

１号認定 ２号認定以外の満３歳以上の子ども

２号認定 保育を必要とする満３歳以上の子ども

３号認定 保育を必要とする満３歳未満の子ども

香良洲幼稚園

１号認定 １３０

香良洲保育園

２号認定 ６０

０歳児 １，２歳児

３号認定 ９ ２６

現行利用定員 ２２５人

利用予定者 １４６人 入園率 ７６．０％

※平成30年3月19日現在

計９５人



利用定員と利用予定者数③ 白山こども園

利用定員 ３００人

※平成30年3月19日現在

認定区分
年齢区分

合計
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１号認定 - １２０ １２０

２号認定 - １２０ １２０

３号認定 １２ ４８ - ６０

計 １２ ４８ ２４０ ３００

●支給認定区分

認定区分
年齢区分

合計
０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

１号認定 - ２３ １９ ３９ ８１

２号認定 - ３１ ３２ ３１ ９４

３号認定 １０ ２０ ３０ - ６０

計 １０ ５０ １７５ ２３５

１号認定 ２号認定以外の満３歳以上の子ども

２号認定 保育を必要とする満３歳以上の子ども

３号認定 保育を必要とする満３歳未満の子ども

白山幼稚園

１号認定 １６０

白山保育園
２号認定 １１４

０歳児 １，２歳児

３号認定 １２ ４４

現行利用定員 ３３０人

利用予定者 ２３５人 入園率 ７８．３％

計１７０人



利用定員の比較

区分 利用定員

幼稚園 ３～５歳児 ５３０

保育園

３～５歳児 ２２８

０～２歳児 １２２

計 ８８０

認定区分 利用定員

１号認定 ３３０

２号認定 ２４０

３号認定 １４７

計 ７１７

認定区分 利用定員

１号認定 ▲２００

２号認定 １２

３号認定 ２５

計 ▲１６３

現行 こども園 （３園） 増 減（ ）幼稚園５園
保育園３園

※休園中の新町幼稚園６０人を含む



こども園移行前の各施設の職員配置

職種 神戸 修成 香良洲 白山

園長 １ １ １ １
主任 １ ー １ １
幼稚園教諭 ２ １ ４ ５
特別支援
教育支援員 ２ ー １ １

養護教諭 １ ー １ １
調理員 ー ー ３ ー
事務用務員 １ １ ー ー
技能員 ー ー １ ー
バス運転手 ー ー ー ５
合 計 ８ ３ １２ １４

職種 新町 香良洲 白山

園長 １ １ １

主任 １ １ ２

保育士 ７ ７ １０

加配保育士 ３ ４ ３

看護師 １ １ １

調理員 ２ ー ５

作業員 １ １ １

合 計 １６ １５ ２３

幼稚園

幼稚園計 ３７人

（人） （人）

合計 ９１人

保育園

保育園計 ５４人



こども園の職員配置

職種 業務内容
津みどりの森
こども園

香良洲浜っ子
幼児園 白山こども園

園長 園務の総括業務 １ １ １
副園長 園長を補佐し園務をつかさどる １ １ １
主任保育教諭

園児の教育・保育をつかさどり、保育教諭等への
指導助言 ２ ２ ２

保育教諭 園児の教育・保育をつかさどる １５ １４ ２０
加配保育教諭 園児の教育・保育をつかさどる（障がい児加配） ３ ４ ３
特別支援教育
支援員

特別な支援が必要な１号認定子どもの生活支援 ２ １ １
保健師 保健・衛生管理及び養護 （けが・急病への対応）、

地域子育て支援、障がい児支援など

１ ー ー
看護師 １ １ １
調理員

子ども・職員に提供する食事（昼食・おやつ）の調理
及びアレルギー食対応業務 ５ ３ ５

作業員
屋内・外における施設管理、環境保全及び調理対応
応援業務など ２ ２ １

バス運転手 園児送迎バスを運行する業務 ー ー ５
合 計 ３３ ２９ ４０

合計 １０２人



長い歴史と伝統のもと培ってきた経験と実績を生かし、
質の高い幼児教育・保育の提供を実現

地域の
子育て支援
機能の充実

給食
預かり保育
延長保育

一時保育などの
サービス提供

効率的な
施設の

運営・管理

適正
集団規模の
教育・保育環境

の実現

保育提供量の
拡大

津市が目指すこども園①



津市が目指すこども園②

あたたかい
包み込むような

保育

開園に向けて
積み重ねた試行
（研修会・視察）

教育と福祉の壁を
超えた幼保の連携
（プレこども園）

９０年に及ぶ
幼児教育と保育の

伝統

多様な環境の中での遊び・学び・育ちを
これからの社会の中で生きていくための大きな力とする

質の高い
幼児教育



平成３０年３月２６日

津市雨水管理総合計画を策定
～浸水被害軽減に向けた取り組み～

平成１６年９月２９日 上浜町二丁目地内国道２３号



雨水管理総合計画とは

平成２７年５月２０日改正 下水道法第６条に新たに位置づけられた計画

経済的かつ迅速に浸水被害を最小化する取り組みを推進することを目的に策定

下水道計画を変更

① 浸水被害実績や気象情報、排水施設状況などの基礎調査

② 浸水対策を実施すべき区域の設定 （重点対策地区）

③ 浸水要因分析と課題整理

④ 地域ごとの浸水リスクに応じた雨水対策目標の検討

⑤ 財源や事業量を考慮し年次目標を設定 （段階的対策方針）

津
市
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

雨水管理総合計画マップの作成

下水道事業計画の浸水対策に係る施設の設置に関する方針へ反映

平成２９年度 津市雨水管理総合計画策定 策定費用 ２，４８４万円

計
画
策
定
の
流
れ



Ｎ

津市

重点対策地区の選定
平成１６年豪雨に対する浸水想定
排水区を対象に浸水リスクを考慮

浸水リスクが高い

１４の排水区域を重点対策地区に選定

リスク評価指標（人口、資産、避難所等の有無）

による点数評価及び浸水状況を考慮

※一般地区とは、下水道計画区域の重点対策地区以外の区域

凡 例

重点対策地区

一般地区

浸水想定区域

①

②

③

④ ⑤

⑥⑦

⑧

⑨⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

志登茂川

安濃川

岩田川

相川

雲出川

◎市役所

１４の重点対策地区名（排水区域）

① 上 浜 ⑧ 立成小学校周辺

② 栗真町屋 ⑨ 久居駅西部

③ 橋 内 ⑩ 久居インター周辺

④ 半 田 ⑪ 藤 方

⑤ 阿 漕 ⑫ 雲 出

⑥ 高茶屋 ⑬ 芸濃インター周辺

⑦ 野田池周辺 ⑭ 椋本団地



浸水被害の軽減に向けた対策事例①

整備手順
の工夫

藤水地区

現 状

 
 

 

 

 

 

 

           

 

 

水路 

浸水被害 

管渠を先行整備し貯留管として利用

一時的に貯留管へ貯めることで浸水被害を軽減

対策後

対策後



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水被害の軽減に向けた対策事例②

洪水調整池

水路

浸水

放流口

現 状 改良後

流出抑制

貯留
容量

水路

水路 水路

成美・高茶屋地区

洪水調整池
を設置

浸水区域の上流に洪水調整池を設置し、
浸水を解消



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水被害の軽減に向けた対策事例③

余裕のある水路へ流域の振り分け雨水が水路に集中し周辺区域が浸水

水路
水路

河川 河川
バイパス水路
等新設

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

浸水区域 

芸濃地区

排水区域
見直し

流域の分散化

浸水区域の上流で、余裕のある水路にバイパス
水路等を新設し接続

現 状 改良後



計画目標

※ 都市浸水対策達成率 国の第４次社会資本整備重点計画において用いている指標で都市機能が
集約している地域などを対象に算出。平成２８年度末全国平均５７．５％

計画期間 ２０１９年度（平成３１年度）～２０２８年度末

事業費

都市浸水対策
達成率 （※）

１０年間で 約１００億円
（平成２９年度策定の津市下水道事業基本計画）

国の社会資本整備総合交付金を活用し、浸水対策を
進めるため、平成３０年度の補正予算に下水道計画
を変更するための委託費を計上予定

本市の達成率

５９．６％
（２０２８年度末）

４４．７％
（２０１７年度）



浸水被害軽減の取り組み

雨水管理総合計画を反映する公共下水道事業以外についても、
局所的な雨水排水対策・農業用ため池の活用などに取り組みます！

浸水解消に必要な箇所を特定し、幹線水路等の計画・実施

市街地に近接した農業用ため池を洪水調整池へ転用利用

地元要望で提起された軽微な排水対策案件への早期対応

平成２９年度 垂水地内２カ所 ３，００２千円

平成３０年度 上浜町六丁目地内２カ所 ５，１５７千円

平成３０年度 久居一色町及び稲葉町地内 ４，７９５千円

浸水対策

測量調査

平成２９年度 美川町地内ほか４カ所 ２，６９７千円

平成３０年度 ２カ所分 ９９８千円

排水路の整備（工事）
平成３０年度 森町地内１カ所 ６，０００千円

③

②

①

※平成３０年度の額は、当初予算案計上額



津市雨水管理総合計画の閲覧

津市雨水管理総合計画

●建設部河川排水推進室 （市本庁舎５階）

●下水道局下水道建設課 （市水道局庁舎２階）

津市雨水管理総合計画概要版

平成３０年３月２６日から
閲覧及び津市ホームページへ掲載

閲覧場所

津市ホームページへ掲載
トップページ 市政情報 各部・課の概要・業務 建設部河川排水推進室

３８２ページ

３０ページ


